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道路横断を模擬体験
長泥老人クラブ

　　　　　「交通安全教室」
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今月のコミック
 ４日 テニスの王子様 ………… ３８巻
　　　  ＮＡＲＵＴＯ …………… ３８巻
　　　  ＢＬＥＡＣＨ …………… ２８巻
　　　  ムヒョとロージーの
  　　魔法律相談事務所 … １２巻
 １３日 ＢＯＹＳエステ …………… ６巻
  国際結婚のススメ ………… ３巻
  パピヨン …………………… ２巻
 １５日 DEAR BOYS ACT 2  …… ２５巻
  ＢＥＣＫ ………………… ３０巻
  あひるの空 ……………… １６巻
  エリアの騎士 ……………… ６巻
 １８日 最強！あおい坂高校野球部 １２巻

新発売ＤＶＤ紹介
☆「夜回り先生 (1)いいもんだよ、生きるって」

3,990円（発売中）
☆「ワンピース エピソード オブ アラバスタ ～砂漠の王女と海賊たち～」

4,725円（７月21日発売）
☆「ゲド戦記」4,935円（７月４日発売）

い
ま「
旬
」の
本

※ＣＤ・ＤＶＤのお取り寄せできます。
※ 写真現像サービスを承っています。ご利用された方にはポイントカードを発行しています。フィルム
１本につき１ポイント、焼き増しはＬ版20枚につき１ポイントを加算します。10ポイントたまる
と500円分の図書カードと交換しています。ぜひ、ご利用ください。

第
９
回
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
紹
介

  

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
賞
５
（
佳
作
）

田
口
る
か
さ
ん
（
草
小
２
年
）

【
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
】
著
者
：
早

野
美
智
代　

出
版
社
：
ポ
プ
ラ
社

　

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
さ
ん
は
、
ク

リ
ミ
ア
戦
争
で
傷
つ
い
た
人
た
ち

を
優
し
く
手
当
し
た
り
、
苦
し
ん

で
い
る
人
に
食
べ
も
の
を
与
え
た

り
し
て
、
と
て
も
い
い
こ
と
を
し

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
さ
ん
は
、
す
ば
ら
し
い
人

で
す
。

  

ほ
ん
の
森
賞
２（
佳
作
）

匿
名
希
望
子
さ
ん
（
飯
中
２
年
）

【I ’s

（
そ
れ
）
と
呼
ば
れ
た
子
】

著
者
：
デ
イ
ブ
・
ペ
ル
ザ
ー　

出

版
社
：
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ

　

主
人
公
デ
ィ
ビ
ッ
ト
が
過
酷
な

虐
待
を
受
け
る
本
で
す
。
私
は
、

こ
の
本
を
読
み
、
世
の
皮
肉
さ
を

知
り
ま
し
た
。
現
在
虐
待
さ
れ
て

い
る
人
は
多
く
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
そ
の
人
た
ち
が
こ
の
本

を
読
み
、
未
来
に
勇
気
と
希
望
を

「なぞなぞ＆シール大好きキッズたちに
おすすめ！」

　年齢に合わせた “なぞなぞ” の本、取り揃
えています。
・「まほうのなぞなぞようちえん」 …… 714円
・「ちょうせん！なぞなぞブック」 …… 693円
・「なぞなぞおこさまランチ」 ………… 630円
・「３歳のなぞなぞブック」 …………… 893円
　かわいい・かっこいいシールがたくさん詰
まった本あります。
・「しずくちゃんシールブック 640枚入り」
…………………………………………… 578円
・「ドリームキャラシール 1,380枚入り」 580円
・「日本にゃんこツアー」 ……………… 580円
・「トミカ 250枚入り」 ……………… 650円
・「カブトムシ・クワガタムシシール」 441円

▲ 開講式のようす

▲マットの上を歩いて道路横断の模擬体験をする
　参加者たち

５
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ク
リ
ー
ン
内
の
人
物
も
動

く
も
の
で
、
走
行
車
両
の

速
度
や
道
路
横
断
に
要
す

る
時
間
な
ど
が
分
か
り
や

す
く
体
験
で
き
ま
す
。
村

内
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
教
室
を
行
う
の
は

今
回
が
初
め
で
、
こ
の
日

は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
ほ

か
村
交
通
指
導
隊
や
母
の

会
も
含
め
合
わ
せ
て
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
、

模
擬
体
験
を
通
し
て
道
路

横
断
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
安

全
確
認
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
菅
野

村
長
が
「
地
元
に
ど
ん
な
素
材
が

あ
る
か
探
し
た
り
、
そ
れ
を
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
自
分
た

ち
で
考
え
て
活
動
し
て
欲
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
第
一
回
講

座
と
し
て
菅
野
村
長
が
「
飯
舘
村

の
夜
明
け
」
と
題
し
て
講
話
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
４
回
の
講
座
と
２
回
の

先
進
地
視
察
研
修
、
さ
ら
に
塾
生

が
自
主
的
に
運
営
す
る
「
語
る
会
」

な
ど
を
随
時
開
催
す
る
予
定
で

す
。

楽
し
く
地
元
を
学
ぶ「
地
元
学（
楽
）」

　
　
　
「
い
い
た
て
学
・
次
世
代
塾
」

　

長
泥
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
交

通
安
全
教
室
」
が
長
泥
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
参
加
し
た
お
年
寄
り

た
ち
が
交
通
事
故
防
止
と
安

全
な
道
路
の
渡
り
方
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
福
島

県
警
察
本
部
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
高
齢
歩
行
者
教
育
シ

ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
機
材
を

使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
仮
想
道
路
と
人
物
を
映

し
出
し
、
体
験
者
が
セ
ン

サ
ー
内
臓
の
マ
ッ
ト
上
を
歩

く
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ス

５
９

枚数限定発売！『ポケモン』デザインの全国共通図書カード登場！

○種　類：Ａタイプ：1,000円カード、Ｂタイプ：2,000円カード
○発売日：７月上旬　（ＡとＢの絵柄は異なります）
　お子さんやお孫さんへの贈りものに最適です！限定品ですので予約を
承っています。お気軽にお申込みください。
○ほんの森（☎42-0310、FAX42-1112）

持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
世
か
ら
虐
待
が
な

く
な
る
の
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

公
民
館
で
「
い
い
た
て
学
・

次
世
代
塾
」
の
開
講
式
と
第
一

回
講
座
が
開
か
れ
、
塾
生
と
し

て
申
込
み
を
し
た
19
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
塾
は
、
青
・
壮
年
世
代

の
参
加
者
が
生
き
方
や
地
域
へ

の
思
い
な
ど
を
自
由
に
語
り
合

い
な
が
ら
、
地
元
を
理
解
し
今

後
の
地
域
活
動
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
村
が
今
年

度
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
塾

の
テ
ー
マ
は
「
こ
こ
で
生
き
ま

す
、
心
お
こ
し
て
」。

　

塾
生
の
中
に
は
幼
児
を
含
め
小

さ
い
子
ど
も
を
も
つ
親
が
い
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
発
足
し
た
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
小
林
洋
子
代

表
）
の
会
員
３
人
が
、
塾
生
た
ち

の
子
ど
も
７
人
を
別
室
で
一
時
的

に
保
育
し
、
塾
生
が
安
心
し
て
参

加
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
協
力
し

ま
し
た
。

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
が

　
　

子
ど
も
を
一
時
保
育
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　村内３小学校の大運動会が各校の校庭で開催されました。
　運動会では、かけっこやリレー、綱引き、ダンスなど多
彩な種目が行われ、子どもたちはこの日のために練習して
きた成果を家族や参観に訪れた皆さんに披露しました。
　また、臼石小では５回目となる学区内行政区の合同運動
会が行われ、前田行政区が優勝しました。
　会場には、子どもたちの元気な声や家族などからの応援
の声が響きわたっていました。

小学校 ５
13大運動会

▲6年生の180m走（草野小）

▲�昨年の「立村 50 周年記念祭」でも披露した
相馬盆踊り（臼石小） ▲大玉ころがし（草野小）

▲親子で大玉運び（臼石小） ▲来年は小学 1 年生（飯樋小）
▲飯樋地区の伝統「飯曽小唄」（飯樋小） ▲

行
政
区
対
抗
玉
入
れ
（
臼
石
小
）

▲

ス
タ
ー
ト
１
２
０
ｍ
走
！
（
草
野
小
）

▲

フ
ラ
フ
ー
プ
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
転
が
せ

（
飯
樋
小
）

▲

応
援
合
戦
（
飯
樋
小
）

　

相
馬
地
方
緑
化
推
進
委
員
会
（
会

長
・
菅
野
飯
舘
村
長
）
主
催
の
「
第

57
回
相
馬
地
方
植
樹
祭
」
が
村
民
の

森
「
あ
い
の
沢
」
で
開
催
さ
れ
、
相

馬
地
方
の
市
町
村
や
県
、
森
林
関
係

者
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
「
緑
の
募
金
で
ふ

せ
ご
う
地
球
温
暖
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
緑
の
募
金
の
一
層
の
拡
大
を

目
指
し
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

森
や
緑
を
守
り
育
て
緑
豊
か
な
潤
い

の
あ
る
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
６
年
ぶ
り
の

飯
舘
村
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
で
は
、
出
席
者
た
ち
が
イ

ベ
ン
ト
広
場
内
に
ツ
ツ
ジ
や
サ
ク
ラ
、

モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
な
ど
９
種
類
、計
２
０
０
本
の
木
々

を
草
野
小
緑
の
少
年
団
た
ち
と
一
緒

に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

ま
た
植
樹
祭
で
は
、
緑
化
功
労
者

表
彰
と
し
て
「
い
い
た
て
も
り
の
案

内
人
」
と
高
野
靖
博
さ
ん
に
賞
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。「
い
い
た
て
も
り
の

案
内
人
（
佐
藤
道
子
代
表
）」
は
、
平

成
11
年
に
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の

認
定
を
受
け
、
５
人
の
会
員
が
自
然

観
察
会
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
開

催
を
通
し
て
、
幅
広
い
世
代
に
森
林

の
仕
組
み
や
大
切
さ
な
ど
緑
化
思
想

の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
高
野
さ
ん
は
、
平
成
15
年

か
ら
「
あ
い
の
沢
」
管
理
人
を
務
め
、

子
ど
も
た
ち
に
自
然
観
察
会
や
木
工

教
室
等
を
通
し
て
森
林
と
ふ
れ
あ
う

機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
年
の
植
樹
祭
は
南
相
馬
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
に
わ
た
り
村
の
行

政
相
談
委
員
を
務
め
た
多
田
宏
さ
ん（
宮
内
）に
、

福
島
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

役
場
村
長
室
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
高

崎
清
所
長
が
「
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
、
多
田
さ
ん

に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受

け
て
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
や
Ｎ

Ｔ
Ｔ
、
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
を
聞
き
、
必
要
な
助
言
を
し
た
り
、

苦
情
解
決
を
図
る
国
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
本
田
純
子
さ
ん
（
草
野
）
が
、

村
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て
い

ま
す
。

▲草野小緑の少年団と一緒に植樹する菅野村長

▲代表して表彰を受けるいいたてもりの案内人の今野さん

相
馬
地
方
植
樹
祭

５
28

つ
な
げ
よ
う  

輝
く
未
来
へ  

緑
の
バ
ト
ン

▲セレモニーのようす

▲左から高崎所長、多田さん、長正副村長

多
田
宏
さ
ん
に
感
謝
状

行政相談委員活動の
功績に対して

４
26
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威風堂々 80人の隊列
　　　　陸上自衛隊「行進訓練」５

14

　

自
衛
隊
福
島
駐
屯
地
第
44
普
通
科
連
隊
第
３

中
隊
の
行
進
訓
練
が
本
村
で
実
施
さ
れ
、
隊
員

ら
80
人
が
参
加
し
、
役
場
か
ら
大
倉
ま
で
の
約

20
㎞
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
地
形
を
把
握
し
た
り
、
自

衛
隊
活
動
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
自

衛
隊
福
島
駐
屯
地
が
実
施
し
た
も
の
で
す
。
同

隊
は
相
双
地
区
で
災
害
が
発
生
し
た
時
に
優
先

し
て
出
動
す
る
部
隊
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
歩

行
ル
ー
ト
等
を
検
討
し
た
結
果
、
本
村
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
双
地
区
で
こ
の

訓
練
を
実
施
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

訓
練
で
は
、
は
じ
め
に
役
場
玄
関
前
で
出
発

式
が
行
わ
れ
、
菅
野
村
長
が
「
今
日
の
訓
練
は

自
衛
隊
の
姿
や
努
力
を
村
民
に
見

て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
で
す
」

と
隊
員
を
励
ま
し
た
の
に
続
き
、

第
３
中
隊
長
の
似
内
昌
之
３
等
陸

佐
が
「
村
の
自
然
や
村
民
と
ふ
れ

合
い
な
が
ら
、
任
務
達
成
の
た
め

に
励
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
隊
員
ら
は
飲
料
水
や

救
助
用
具
な
ど
が
入
っ
た
重
さ
約

20
㎏
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
村

職
員
や
自
衛
隊
父
兄
会
飯
舘
支
部

会
員
ら
の
見
送
り
を
受
け
な
が
ら

役
場
を
出
発
。
草
野
か
ら
宮
内
を

通
り
、
約
５
時
間
か
け
て
真
野
ダ

ム
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

隊
員
ら
は
新
緑
鮮
や
か
な
村
の

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

▲ 20kg のリュックの重さを体感する村民ら

　

公
民
館
の
多
目
的
集
会
所
で
「
ま
で
い

共
学
ゼ
ミ
」
が
開
か
れ
、
福
島
大
学
の
教

授
や
村
民
合
わ
せ
て
21
人
が
参
加
し
、団
体・

個
人
の
取
り
組
み
や
地
域
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ゼ
ミ
は
、
昨
年
７
月
に
発
足
し
た

村
を
応
援
す
る
組
織
「
い
い
た
て・ま
で
い・

ユ
ニ
ッ
ト
」
に
加
入
し
て
い
る
福
島
大
教
授

17
人
の
呼
び
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
村

民
が
お
互
い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
現
状
や

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性

や
取
り
組
み
方
を
考
え
た
り
、
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
渡
辺
と
み
子
さ

ん
（
前
田
・
八
和
木
）
と
佐
藤

隆
明
さ
ん
（
上
飯
樋
）
が
「
私

が
考
え
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
。
渡
辺
さ
ん
は
「
田

舎
の
ハ
ッ
ス
ル
か
あ
ち
ゃ
ん
が

起
業
す
る
覚
悟
」
と
題
し
、
加

工
組
合
「
ま
で
い
工
房
美
彩
恋

人
」
を
起
業
す
る
苦
労
や
課
題
、

今
後
の
目
標
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
伝
統
文

化
に
お
け
る
飯
舘
村
の
地
域
づ

く
り
」
と
題
し
、
伝
統
文
化
は

人
の
心
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
も

の
で
、
そ
の
継
承
が
仲
間
づ
く

り
や
世
代
間
交
流
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
発
表
し
た
内
容
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
り
、

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
で
は
、
毎
回
２
人
の
村

民
が
発
表
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
後
も
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
開
く
予
定
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
26地域づくり実践ゼミナール

ま
で
い
共
学
ゼ
ミ

▲伊丹沢地内を行進する隊員ら

▲ゼミのようす

福
島
県
代
表
の
誇
り
を
持
っ
て

　

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
「
結
団
式
」

５
24

　

福
島
県
代
表
と
し
て
「
第
18

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」

へ
出
場
す
る
村
女
性
消
防
隊

「
結
団
式
」
が
公
民
館
多
目
的

集
会
所
で
開
か
れ
、
出
場
選
手

や
女
性
消
防
隊
員
、
消
防
団
員

な
ど
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
は
じ
め
に
高

橋
美
佐
子
隊
長
が
選
手
一
人

ひ
と
り
に
任
命
書
を
交
付
し
た

の
に
続
き
、
高
橋
隊
長
が
「
選

手
の
皆
さ
ん
に
は
県
代
表
と
し

て
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ

の
後
、
来
賓
の
菅
野
村
長
と
荒

団
長
が
選
手
た
ち
に
激
励
の
言

葉
を
贈
り
、
最
後
に
選
手
代
表

の
石
川
副
隊
長
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
４
月
か
ら
毎

週
２
回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
全
国
大
会
は
、
10
月
26
日

に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
出
場
選
手
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

長
谷
川
静
江
（
伊
丹
沢
）、
菅
野

さ
よ
子
（
飯
樋
町
）、
古
林
美
保

（
飯
樋
町
）、菅
野
真
緒
美
（
前
田
・

八
和
木
）、
石
川
幸
枝
（
比
曽
）、

佐
藤
智
江
（
関
根
・
松
塚
）

▲結団式のようす

▲高橋隊長（右）から任命書の交付を受ける選手

　

上
飯
樋
の
細
川
太
壽
さ
ん
宅
の
裏
山
で
約

１
０
０
０
株
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
が
見
事
な
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
は
、
細
川
さ
ん
が
20

年
程
前
に
知
人
か
ら
譲
り
受
け
た
５
本
と
、

森
林
の
仮
払
い
を
し
て
い
る
時
に
見
つ
け
た

10
本
の
株
を
持
ち
帰
り
、
家
の
裏
山
に
植
え

付
け
し
た
も
の
で
す
。
毎
年
株
分
け
を
し
な

が
ら
大
事
に
育
て
、
約
20
年
か
け
て
１
０
０

０
株
以
上
に
ま
で
増
や
し
ま
し
た
。

　

細
川
さ
ん
は
「
増
や
す
コ
ツ
は
根
を
長
く

付
け
て
株
分
け
す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲咲きそろったクマガイソウ

５月

５
27

　

相
双
地
方
の
市
町
村
を
持
ち
回
り
で
開
催

し
て
い
る
「
相
双
地
方
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
、
今
年
は
飯
舘
村
を
会
場
に
行
わ
れ
、

各
市
町
村
の
代
表
33
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ス

ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

大
会
は
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
本
村
か
ら
は
花
塚

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
・
太
田
（
南
相
馬
市
）
準
優
勝
・
原
町

西
部
（
南
相
馬
市
）、
３
位
・
南
右
田
Ｂ
（
南

相
馬
市
）、
４
位
・
太
田
（
富
岡
町
）、
５
位
・

花
塚
（
飯
舘
村
）、
６
位
・
上
古
（
相
馬
市
）

▲大会のようす

相双地区ゲートボール大会

33
チ
ー
ム
が
熱
戦

咲き誇るクマガイソウ
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平
成
19
年
春
の
叙
勲
伝
達
式
が
東
京
都

内
で
開
か
れ
、
元
飯
舘
村
消
防
団
長
の
松

林
茂
さ
ん
（
伊
丹
沢
）
が
、
消
防
功
労
と

誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（４月 21日から５月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 19年５月１日現在）

	　	 今　月	 昨年同期	

	男	 3227 人	 3280 人	

	女	 3259 人	 3310 人	

	計	 6486 人	 6590 人	

	　	 1731 戸	 1735 戸

人　口

世帯数

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）

（－ 18 人）

（－ 6 人）

（前月比）

（－ 24 人）

（± 0 戸）

◆◆◆４月１日〜30日までの人口動態 ◆◆◆
	 転入	 20 人	 転出	 39 人
	 出生	 3 人	 死亡	 8 人

	 赤ちゃんのなまえ	 親の氏名	 行政区

坂本里
り な

菜ちゃん	 正男・小百合	 大久保・外内

高倉夢
むつみ

摘ちゃん	 政知・友美	 前　　　田

井上結
ゆ な

愛ちゃん	 吉徳・真矢	 関　　　沢
すくすくと元気に育ってね

	 氏　　　名	 年　齢	 行政区

	大和田　　　健	 33	 八木沢・芦原
	柴　田　キヨ子	 85	 上　飯　樋
	齊　藤　　　久	 90	 深　　　谷
	武　藤　　　忍	 87	 二枚橋・須萱
髙　橋　ク　ラ	 97	 二枚橋・須萱
	中　島　留　良	 92	 比　　　曽
	八　巻　光　一	 74	 上　飯　樋
	阿　部　はや子	 83	 伊丹沢（深谷）
	菅　野　シ　ケ	 96	 長　　　泥

ご冥福をお祈り申し上げます

	 氏　　　名	 行政区

髙　野　　　誠	 関　　　沢

川　井　麻　里	 南 相 馬 市

佐　藤　　　淳	 大久保・外内

髙　橋　かおり	 伊達郡川俣町

山　田　貴　志	 伊　丹　沢

南　部　祐　子	 伊　丹　沢
いつまでもお幸せに

５
９

さ
れ
、
出
店
し
た
団
体
・
個
人
が
村

産
品
な
ど
の
展
示
・
即
売
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
村
の
春
を
多
く
の

人
に
丸
ご
と
感
じ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
特
産
品
等
を
広
く
紹
介
す
る

目
的
で
、
村
振
興
公
社
が
参
加
を
呼

び
か
け
、
参
加
者
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
加
工
品
や
苗
木
、
手
打

ち
そ
ば
、
地
酒
、
野
菜
な
ど
を
展
示・

販
売
す
る
団
体
・
個
人
合
わ
せ
て
10

店
が
並
び
、
各
店
の
前
に
は
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
が
列
を
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
。

町
村
と
し
て
の

　
　
　
　

主
張
を
！

　

こ
の
５
月
を
も
っ
て
、
２
年
間
の
福

島
県
町
村
会
の
会
長
職
を
降
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
町
村
の
数
は
全
国
的
に
は

２
５
０
０
程
か
ら
約
１
０
０
０
に
減
り
、

福
島
県
で
は
80
の
町
村
が
47
に
な
り
、
町

村
の
存
在
感
が
大
変
う
す
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
小
さ
な
自
治
体
は
「
効
率
が

悪
い
か
ら
」「
お
金
が
か
か
る
の
で
」
と

い
う
考
え
方
の
み
で
「
も
っ
と
町
村
の
数

を
減
ら
そ
う
」「
県
も
な
く
し
て
道
と
州

に
」
な
ど
と
い
う
地
方
を
軽
視
し
た
動
き

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
町
村
の
重
要
性
や
存
在
意
義
、

多
く
の
長
所
、
さ
ら
に
は
「
小
さ
い
方
が

頑
張
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
多
く
の

方
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と

考
え
、
県
町
村
会
長
の
職
を
最
大
限
に
活

用
し
て
、
在
職
中
多
く
の
発
言
を
し
、
さ

ら
に
色
ん
な
行
動
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
で
も
初
め
て

の
よ
う
で
す
が
、
福
島
県
町
村
会
と
し
て

＂
主
張
広
告
＂
を
福
島
民
報
新
聞
、
福
島

民
友
新
聞
に
載
せ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

よ
う
な
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
地
球
に
は

大
き
な
国
も
あ
り
、
小
さ
な
国
も
あ
る

私
た
ち
の
住
む
福
島
県
に
も

大
き
な
市
も
あ
り
、
小
さ
な
町
村
も
あ
る

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て　

そ
れ
で
い
い
の
で
は

･･･小
さ
な
町
村
は
身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
や
村
に
は
私
た
ち
の
心
を
ほ
っ
と
さ
せ

る
な
に
か
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
に
「
私
の
す
べ
て
」
が
あ

る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う

情
熱
を
傾
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ

の
ふ
る
さ
と
に

大
切
に
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ
の

ふ
る
さ
と
を

　　

こ
の
よ
う
な
町
村
会
の
広
告
で
し
た
。

　

平
成
19
年
５
月
28
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

▲左から菅野村長、松村さん、荒消防団長、本間消防飯舘分署長

し
て
栄
え
あ
る
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

　

松
林
さ
ん
は
、
49
年
間
に
わ
た

り
村
消
防
団
員
と
し
て
地
域
や
住

民
の
安
全
確
保
に
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
章
は
、
長
年
の
活

動
の
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

受
章
報
告
の
た
め
役
場
に
訪
れ

た
松
林
さ
ん
は
「
村
は
じ
め
消
防

団
員
た
ち
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ

そ
の
章
で
す
。
そ
し
て
家
族
の
支

え
も
な
け
れ
ば
長
く
続
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受
章

の
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲店の前で品物に見入る買い物客ら

い
い
た
て
春
の
ワ
ク
ワ
ク
祭
り

松林茂さんに瑞宝単光章

団
体
・
個
人
10
店
が
参
加

ら
、
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
の
ヤ
ク
ル
ト
は
村
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
森
勝
会
長
）
か
ら

提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
南
相
馬
警
察

署
の
小
沼
署
長
も
参
加
し
、
一
緒

に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

村
公
民
館
駐
車
場
で
「
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ

れ
、
交
通
安
全
関
係
団
体
等
か
ら

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
春
の

交
通
安
全
運
動
」
に
合
わ
せ
て
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
村

生
活
安
全
協
議
会
（
会
長
・
村
長
）

が
発
足
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
か

ら
そ
の
交
通
安
全
部
会
（
只
野
俊

部
会
長
）
が
実
施
主
体
と
な
り
ま

し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
参
加
者

ら
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
や
ヤ
ク
ル
ト
を
配
り
な
が

▲安全運転を呼びかける小沼署長

５
16 事

故
を
起
こ
さ
な
い
・
事
故
に
遭
わ
な
い

交通安全街頭キャンペーン

▲販売中の猪カレー

〝
特
産
〟猪
カ
レ
ー
販
売
中
　

萩
の
里
猪
飼
育
セ
ン
タ
ー
（
長
谷

川
健
一
代
表
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
猪

の
肉
を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を

開
発
し
、
ミ
ー
ト
プ
ラ
ザ
や
「
き
こ

り
」、
村
内
直
売
所
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
販
売
中
で
す
。
こ
だ
わ
り
の
食

材
を
使
い
、
何
度
も
研
究
と
試
食
を

重
ね
て
商
品
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
猪
カ
レ
ー
は
２
５
０
㌘
入
り

で
価
格
は
９
０
０
円
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

旧
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
前
で
「
い
い

た
て
春
の
ワ
ク
ワ
ク
祭
り
」
が
開
催

５
３

５
６

～


